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本
書
は
、
金
沢
学
院
大
学
名
袴
教
授
東
四
柳
史
明
氏
の
古
稀
を
祝
い

編
纂
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
る
。
氏
は
両
學
院
大
學
文
学
部
史
学
科
に
入

学
し
日
本
中
世
史
を
学
ば
れ
る
と
、
一
九
七
五
年
、
故
郷
で
あ
る
石
川

県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
に
奉
職
さ
れ
、
以
後
現
在
に
い
た
る
ま

で
石
川
県
を
中
心
に
、
公
私
に
わ
た
っ
て
歴
史
学
の
普
及
と
発
展
に
寄

与
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
石
川
県
立
図
書
館
で
は
『
加
能
史
料
』
の

絹
纂
に
長
く
従
事
さ
れ
、
大
学
で
は
地
方
史
研
究
会
・
石
川
県
で
は
加

能
地
域
史
研
究
会
を
組
織
し
て
活
発
な
研
究
会
活
動
に
は
げ
ま
れ
た
。

そ
う
し
た
研
究
活
動
は
、
地
域
の
歴
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
全
国
的
な

歴
史
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
人

と
学
問
の
輪
が
結
実
し
、
こ
の
論
文
集
の
刊
行
に
い
た
っ
た
と
い
え
よ

坂菱

本沼

達

彦憲

東
四
柳
史
明
編

『
地
域
社
会
の
文
化
と
史
料
』

書
評
と
紹
介

本
書
に
は
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
論
考
を
、
四
部
に
わ
け
て
一
一
四
編

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

序
ー
本
書
の
意
図
と
構
成
1

第
I
部
古
代
中
世
の
地
域
と
領
主

ヤ

マ

ト

王

権

と

コ

シ

森

田

喜

久

男

能

翌

邑

知

潟

固

辺

の

古

代

交

通

路

三

浦

純

夫

南
北
朝
期
に
お
け
る
八
戸
根
城
南
部
氏
の
動
向
西
村
直
亮

管

領

家

畠

山

氏

の

内

証

と

能

登

守

護

家

麦

居

和

真

中

世

加

賀

国

長

崎

保

の

成

立

と

領

有

関

係

道

下

勝

太

第

II
部
中
世
社
会
の
文
化
と
史
料

『

天

文

日

記

』

の

記

号

凸

見

書

林

加

賀

国

金

津

荘

の

荘

域

と

相

論

寺

口

戦
国
期
の
加
賀
国
白
山
本
宮
荘
厳
講
と
在
地
社
会

石
田

『
尋
尊
大
僧
正
記
』
に
見
え
る
「
吉
崎
」
の
検
討
木
越

能
登
七
尾
城
跡
の
調
査
の
現
状
と
今
後
の
課
題
善
端

第
III
部
加
賀
藩
研
究
の
視
点
と
史
料

長

氏

と

坂

上

大

工

和

田

加

賀

藩

二

俣

村

御

料

紙

御

用

の

実

態

袖

吉

前

田

光

高

政

権

と

隠

居

利

常

の

関

係

見

瀬

『
太
梁
公
日
記
』
に
見
る
加
賀
藩
主
前
田
治
脩
の
政
務

。

ぷ
ノ

和正
雄樹学

祐文
直馨一 学譲
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尋
幸

敏孝
男之裕

加
賀
藩
正
室
の
行
列
と
格
式

加
賀
藩
前
田
家
の
戊
辰
戦
争
届
書

第

w部
近
世
の
地
域
社
会
と
文
化

門
跡
寺
院
実
相
院
の
機
能
と
構
造

元
禄
期
幕
府
直
轄
領
支
配
と
代
官
手
代

八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
変
容

安
房
に
お
け
る
伊
勢
御
師
師
職
争
論
と
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

笹
川

幕
末
期
の
上
武
地
域
に
お
け
る
能
登
の
漆
掻
き
佐
藤

江
戸
神
田
祭
最
後
の
城
内
行
列
と
将
軍
上
覧
福
原

内
海
四
番
御
台
場
石
材
切
り
出
し
請
負
者
妻
の
動
向安

池

明
治
期
に
お
け
る
西
洋
料
理
書
の
誕
生
と
そ
の
意
義東

四
柳
祥
子

編

集

を

終

え

て

東

四

柳

史

明

さ

ん

の

古

稀

を

祝

う

会

本
書
は
一
一
四
編
と
い
う
大
部
で
、
内
容
分
野
も
多
岐
多
彩
に
わ
た
っ

て
お
り
、
第

I
I
I
部
を
菱
沼
一
憲
が
、
第

IIIw部
を
坂
本
達
彦
が
分
桓

す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
内
容
は
両
人
の
専
門
分
野
を
遥

か
に
凌
駕
し
て
お
り
、
充
分
な
書
評
に
は
お
ぽ
つ
か
な
い
。
幸
い
に
し

て
絹
者
で
あ
る
東
四
柳
氏
が
、
冒
頭
の
「
序
」
に
お
い
て
、
論
文
一
っ

ひ
と
つ
に
丁
寧
な
解
説
を
付
し
て
お
り
、
そ
の
お
力
を
お
借
り
し
て
記

宇
野
日
出
生

山
本
英
―
―

吉

岡

孝

深
井

根
岸

箱
石

茂雅
大夫海

一
、
第

I
I
I
部
に
つ
い
て

第

I
部
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
・
律
令
国
家
・
室
町
幕
府
な
ど
中
央
国
家

と
地
域
に
か
か
わ
る
論
考
、
第

II
部
は
、
史
資
料
の
分
析
・
分
析
方
法

に
重
点
を
置
い
た
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
俯
諏
し
て
み
る
に
、
「
時

代
を
超
え
た
「
地
域
史
」
の
調
査
・
研
究
に
明
け
暮
れ
て
き
た
」
と
言

及
さ
れ
る
編
者
の
姿
勢
が
、
端
的
に
示
さ
れ
た
構
成
・
内
容
と
い
え
よ

、
つ
力森

田
喜
久
男
「
ヤ
マ
ト
王
権
と
コ
シ
」
は
、
文
献
史
料
を
再
検
討
し
、

ヤ
マ
ト
王
権
と
コ
シ
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
。
『
古
事
記
』
な
ど
神
話

の
時
代
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
コ
シ
の
認
識
は
、
イ
ズ
モ
の
彼
方
程
度
の
も

の
で
、
あ
ま
り
関
心
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
や
が
て
高
句
麗
使
節
が
漂

着
し
、
蝦
夷
と
の
国
境
を
接
す
る
と
い
う
地
理
的
な
重
要
性
が
増
す

と
、
六
世
紀
末
に
は
越
国
守
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
越
前
・
越
中
・
越

後
へ
分
割
さ
れ
る
な
ど
、
強
く
介
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
氏
は
こ
う
し

た
変
遷
を
、
コ
シ
と
い
う
大
き
な
ク
ニ
が
、
ヤ
マ
ト
王
権
に
よ
り
改

編
・
分
割
さ
れ
て
ゆ
く
経
緯
と
と
ら
え
る
。

三
浦
純
夫
「
能
登
邑
知
渇
固
辺
の
古
代
交
通
路
」
は
、
古
代
の
邑
知

潟
（
お
う
ち
が
た
）
湖
面
を
復
元
し
、
所
在
地
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い

撰
才
駅
の
比
定
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
。
同
駅
は
、
邑
知
潟
や
河
川
に
近

い
水
上
交
通
と
の
結
節
点
に
設
置
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

述
し
た
い
と
思
う
。
屋
上
屋
と
な
る
こ
と
、
ご
寛
容
顧
い
た
い
。
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西
村
直
亮
「
南
北
朝
期
に
お
け
る
八
戸
根
城
南
部
氏
の
動
向
」
は
、

鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
の
八
戸
南
部
氏
の
動
向
を
、
南
部
師

行
を
中
心
に
検
討
し
た
も
の
。
鎌
倉
末
期
の
相
論
文
書
に
よ
り
、
師
行

は
得
宗
被
官
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
北
畠
顕

家
の
南
部
師
行
宛
陸
奥
国
宜
状
の
内
容
を
分
析
し
、
沙
汰
付
・
打
渡
、

他
の
陸
奥
の
在
地
領
主
と
の
会
合
に
関
す
る
も
の
、
馬
産
に
関
す
る
も

の
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

顕
家
体
制
下
で
の
師
行
の
活
動
が
、
鎌
倉
期
の
得
宗
被
官
・
糠
部
入
部

に
よ
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
い
か
に
説
明
さ
れ
る
べ
き
か
が
疑
問
。

麦
居
和
真
「
管
領
家
畠
山
氏
の
内
註
と
能
登
守
護
家
」
は
、
能
姪
一

国
守
護
職
を
有
し
、
管
領
家
に
つ
ぐ
有
力
な
能
登
守
護
家
畠
山
氏
に
つ

い
て
、
応
仁
の
乱
の
要
因
と
も
な
っ
た
管
領
畠
山
家
の
内
肛
に
お
け
る

動
向
を
検
討
し
た
も
の
。
能
登
守
護
家
（
義
忠
ー
義
統
）
は
管
領
家
か

ら
自
立
し
た
立
場
に
あ
り
、
管
領
家
の
家
督
相
続
に
積
極
的
に
介
入
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
管
領
家
の
主
柱
で
あ
っ
た
持
国
の
死
去
と
い

う
危
機
に
お
い
て
は
、
管
領
家
と
の
協
調
を
維
持
す
る
と
い
う
立
場
か

ら
、
積
極
的
な
介
入
に
跨
み
切
っ
た
と
す
る
。
能
登
守
護
家
の
、
モ
家
管

領
家
に
対
す
る
政
治
的
自
立
性
が
、
ど
こ
に
立
脚
す
る
の
か
、
将
軍
と

の
距
離
な
ど
を
交
え
た
説
明
が
ほ
し
い

C

道
下
勝
太
「
中
世
加
賀
国
長
崎
保
の
成
立
と
領
有
関
係
」
は
、
小
松

市
域
の
荘
園
像
を
把
握
す
る
一
端
と
し
て
、
長
崎
保
を
と
り
あ
げ
る
。

小
松
市
長
崎
町
付
近
に
比
定
さ
れ
る
同
保
は
、
日
本
海
に
面
し
、
海
岸

沿
い
の
砂
丘
地
帯
上
に
集
落
が
形
成
さ
れ
加
賀
路
が
通
る
。
そ
の
成
立

は
領
主
で
あ
る
法
勝
寺
の
建
立
期
と
推
測
さ
れ
、
後
に
室
町
将
軍
の
帰

依
を
得
た
北
野
杜
松
梅
院
禅
栽
が
知
行
し
た
こ
と
、
ま
た
守
護
権
力
の

後
退
に
よ
り
知
行
は
不
安
定
化
し
て
ゆ
き
、
幕
府
を
介
し
て
の
本
廂
寺

勢
力
へ
の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
と
す
る
。

次
い
で
、
第
II
部。

林
譲
「
『
天
文
日
記
』
の
記
号
覚
書
」
は
、
本
頼
寺
第
一

0
代
門
主
証

如
の
日
記
で
あ
る
『
大
文
日
記
』
に
付
さ
れ
た
△
▽
な
ど
の
記
号
の
意

味
を
説
み
解
い
た
も
の
。
記
号
は
証
如
自
身
に
よ
り
付
せ
ら
れ
、
書

札
•
音
恰
の
遣
り
取
り
を
記
号
で
示
し
て
あ
る
。
こ
の
際
、
「
此
力
」
「
家

中
」
「
他
家
」
と
い
っ
た
、
証
如
自
身
を
中
心
と
し
て
広
が
る
グ
ル
ー
プ

分
け
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
や
が
て
使
用
さ
れ
る
記
号
の
種
頷
が
増

え
、
表
現
が
複
雑
化
す
る
が
、
そ
れ
は
証
如
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
関
す

る
意
識
の
深
ま
り
を
示
す
も
の
と
す
る
。

寺
口
学
「
加
賀
国
金
津
荘
の
荘
域
と
相
論
」
は
、
正
安
一
一
年
(
-
―
―
―

0
0
)
 ::・
1

月
の
関
東
下
知
状
を
基
本
史
料
と
し
て
金
津
荘
を
分
析
し
た

も
の
。
同
荘
は
賀
茂
別
雷
社
領
で
石
川
県
か
ほ
く
市
内
に
比
定
さ
れ

る
。
冗
安
の
下
知
状
は
、
隣
接
す
る
山
門
領
北
英
田
保
と
の
境
相
論
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
河
北
潟
に
形
成
さ
れ
た
干
潟
の
帰
属
が
大
き

な
間
題
と
な
っ
て
い
た

C

干
渇
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
、
そ
の
た
め

荘
域
・
境
界
も
固
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。

石
田
文
一
「
戦
国
期
の
加
賀
国
白
山
本
宮
荘
厳
講
と
在
地
社
会
」
は
、
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白
山
本
宮
の
社
僧
組
織
で
あ
る
「
荘
厳
講
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
戦
国

期
に
お
け
る
加
賀
国
の
社
会
状
況
の
解
明
を
こ
こ
ろ
み
た
も
の
。
荘
蔽

講
は
白
山
本
宮
社
僧
の
中
核
組
織
で
、
戦
国
最
末
期
ま
で
存
続
し
て
お

り
、
経
済
基
盤
で
あ
る
免
田
経
営
を
通
じ
て
在
地
社
会
と
関
係
を
持
ち

つ
づ
け
た
。
本
顧
寺
・
一
向
宗
の
台
頭
と
い
う
状
況
の
変
化
に
対
し
て

も
、
国
法
を
免
田
支
配
の
根
拠
と
し
て
導
入
す
る
な
ど
、
時
代
へ
の
適

応
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。

木
越
祐
馨
「
『
尋
尊
大
僧
正
記
』
に
見
え
る
「
吉
崎
」
の
検
討
」
は
、

蓮
如
退
去
後
に
後
継
者
と
し
て
吉
崎
に
入
っ
た
人
物
を
、
蓮
如
四
男
の

蓮
誓
に
比
定
し
、
教
団
の
拠
点
と
し
て
の
古
崎
に
つ
い
て
検
討
し
た
も

の
。
蓮
誓
を
吉
崎
坊
の
留
守
に
指
名
し
た
の
は
、
本
願
寺
住
持
で
長
兄

に
あ
た
る
順
如
で
あ
り
、
蓮
如
に
よ
る
仏
法
再
興
の
地
た
る
同
地
を
霊

場
と
し
、
山
科
・
大
坂
と
な
ら
ぶ
教
団
の
拠
点
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

加
州
本
頴
寺
と
称
さ
れ
た
と
す
る
。

善
端
直
「
能
登
七
尾
城
跡
の
調
資
の
現
状
と
今
後
の
課
題
」
は
、
石

川
県
七
尾
市
に
所
在
す
る
能
登
畠
山
氏
の
居
城
七
尾
城
に
つ
き
、
石

垣
・
城
下
町
の
鏡
つ
く
り
な
ど
職
人
に
か
か
わ
る
遺
跡
・
惣
構
な
ど
の

考
古
学
の
成
果
の
紹
介
と
、
そ
れ
ら
に
よ
る
城
の
変
遷
を
述
べ
て
、
廃

絶
期
の
見
通
し
に
せ
ま
ろ
う
と
し
た
も
の
。

簡
単
で
は
あ
る
が
、
第

I
I
I
部
の
論
文
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
特
に
共
通
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
限
定
し
た

り
せ
ず
、
自
由
に
テ
ー
マ
を
採
り
あ
げ
つ
つ
も
、
す
べ
て
の
論
文
が
実

証
的
で
堅
実
な
史
料
操
作
に
基
づ
い
て
吃
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
編
者

の
学
問
の
指
向
性
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
諸
論
文

を
総
括
し
た
論
評
は
、
あ
ま
り
意
味
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の

で
、
通
読
し
て
感
じ
た
こ
と
を
一
一
点
ほ
ど
記
し
て
お
き
た
い
。

―
つ
は
林
論
文
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
加
能
史
料
』
の
功

績
で
あ
る
。
詞
史
料
集
は
論
集
の
末
尾
の
「
編
集
を
終
え
て
」
で
言
及

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人
日
本
史
料
の
体
裁
に
準
じ
て
、
石
川
県
の
古

代
・
中
世
の
編
年
史
史
料
集
と
し
て
一
九
八

0
年
か
ら
蝙
纂
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
東
四
柳
氏
は
開
始
当
初
か
ら
そ
の
陣
頭
指
揮
を
と
り
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
自
治
体
史
は
、
ま
ず
資
料
編
が
編
纂
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
通
史
編
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
時
折
、
通
史
編
が
先
と

な
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
叙
述
の
難
し
さ
は
、
し
ば
し
ば
耳

に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
論
集
の
ほ
と
ん
ど
の
論
文
が
、
『
加
能
史

料
』
を
母
休
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
史
料
集
は
、
歴

史
学
の
豊
か
な
稔
り
を
も
た
ら
す
土
壌
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

も
う
一
点
は
地
勢
の
間
題
で
あ
る
。
加
賀
国
は
日
本
海
に
面
し
、
背

後
に
は
義
々
と
し
た
両
白
山
地
が
そ
び
え
る
。
こ
の
間
に
は
平
野
が
広

が
る
が
、
前
近
代
で
は
こ
こ
に
は
多
く
の
潟
が
存
在
し
て
い
た
。
邑
知

渇
や
河
北
潟
な
ど
は
、
干
拓
以
前
は
数
倍
の
規
模
で
あ
っ
た
し
、
消
滅

し
た
潟
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
潟
は
、
日
本
海
か
ら
吹
き
付
け
る

強
い
北
風
と
、
深
い
山
地
と
豪
雪
が
も
た
ら
す
河
水
の
創
造
物
で
あ

り
、
そ
れ
に
寄
り
添
う
よ
う
に
人
々
は
生
ぎ
、
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
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本
書
の
論
文
を
拝
読
し
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
存
在
の
重
要
性
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
第

rnN部
に
つ
い
て

第

m
.
w部
の
論
考
が
対
象
と
す
る
時
代
は
、
近
恨
か
ら
明
治
後
期

ま
で
で
あ
る
。
研
究
テ
ー
マ
は
、

mは
主
に
加
賀
藩
や
加
賀
藩
領
関
係
、

W
は
加
能
地
域
以
外
を
対
象
と
し
た
地
域
史
・
文
化
史
を
中
心
と
し
て

い
る
。和

田
学
「
長
氏
と
坂
上
大
工
」
は
、
入
虐
大
工
の
家
柄
と
し
て
、
加

賀
藩
に
お
け
る
建
仁
寺
流
派
普
及
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
坂
上
家
に

つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
家
は
長
家
に
仕
え
、
加
賀
藩
御
大

エ
と
も
姻
戚
関
係
を
持
つ
家
柄
で
あ
っ
た
。
氏
は
、
同
家
が
前
田
利
常

の
母
の
菩
提
寺
の
整
備
に
参
加
し
た
ほ
か
、
近
世
初
期
に
長
家
の
始
祖

長
谷
部
但
連
を
祀
る
長
谷
部
神
社
や
、
長
連
龍
の
三
十
二
回
忌
を
機
に

実
施
さ
れ
た
東
嶺
寺
の
整
備
な
ど
に
関
わ
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
。
ま
た
、
同
家
は
幕
末
期
に
至
る
ま
で
作
事
方
や
普
請
方
な
ど
を

家
業
と
し
、
拝
領
物
を
受
け
る
ほ
か
、
嘉
永
三
年
(
-
八
五

0
)
に
は

入
唐
大
工
の
秘
宝
を
伝
え
る
家
柄
と
し
て
神
事
も
務
め
た
こ
と
を
解
明

し
て
い
る
。

袖
吉
正
樹
「
加
賀
藩
二
俣
村
御
料
紙
御
用
の
実
態
」
は
、
御
料
紙
肝

煎
な
ど
を
務
め
る
山
田
家
の
史
料
を
用
い
、
二
俣
村
に
お
け
る
御
料
紙

御
用
の
実
態
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
村
で
は
古
く
か
ら
紙
漉
ぎ

が
行
わ
れ
て
お
り
、
山
田
家
は
天
正
十
一
年
(
-
五
八
一
1
)

、
佐
々
成
政

軍
の
情
勢
を
前
田
利
家
に
注
進
し
、
そ
の
後
、
御
料
紙
御
用
を
命
じ
ら

れ
た
由
緒
を
持
つ
家
で
あ
る
。
近
世
の
同
村
で
は
藩
主
が
公
式
の
儀
礼

用
に
使
用
し
た
御
料
紙
や
、
藩
庁
用
の
紙
な
ど
を
漉
い
て
い
た
。
氏
は
、

加
賀
藩
に
よ
る
御
料
紙
漉
人
に
対
す
る
様
々
な
助
成
、
御
料
紙
漉
き
に

か
か
わ
る
紙
漉
人
の
組
織
、
御
料
紙
生
産
の
実
態
な
ど
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
歴
代
藩
主
も
御
料
紙
御
用
に
関
心
が
高
く
、
紙
漉
き

の
視
察
を
行
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
〕

見
瀬
和
雄
「
前
田
光
高
政
権
と
隠
居
利
常
の
関
係
」
は
、
藩
政
を
め

ぐ
る
四
代
藩
主
前
田
光
高
と
隠
居
利
常
の
関
係
に
つ
い
て
、
年
寄
奥
村

易
英
が
書
留
め
た
ロ
リ
跡
書
帳
」
を
用
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
利
常
に
よ
る
献
上
用
の
鷹
の
取
り
寄
せ
に
藩
士
を
使
用
し
た
こ

と
や
、
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
へ
の
関
与
な
ど
を
検
討
し
、
統
治
原
理
よ
り

も
前
代
に
取
り
結
ん
だ
主
従
制
原
理
の
方
が
強
く
働
い
た
た
め
と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
利
常
は
慇
居
後
も
金
沢
・
富
山
・
大
聖
寺
藩
の
藩
主
の

上
に
超
越
的
に
廿
臨
す
る
家
長
と
し
て
の
姿
を
確
認
で
き
る
が
、
光
高

の
領
内
の
問
題
に
つ
い
て
公
然
と
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
側
面
か
ら

支
援
し
て
い
た
と
評
価
し
て
い
る
。

深
井
雅
海
「
『
大
梁
公
日
記
』
に
見
る
加
賀
藩
主
前
田
治
脩
の
政
務
」

は
、
前
田
治
脩
が
十
一
代
藩
主
に
就
任
し
、
初
め
て
国
元
に
帰
国
す
る

時
期
に
、
彼
を
補
佐
し
た
人
物
や
、
政
務
を
行
う
上
で
接
触
し
た
人
物

を
検
討
し
た
へ
)
治
脩
の
政
務
を
支
え
た
の
は
前
藩
主
重
教
や
、
側
近
で
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取
次
役
の
「
御
用
部
屋
」
で
あ
る
こ
と
を
究
明
し
た
。
ま
た
、
治
脩
は

月
番
年
寄
．
勝
手
方
年
寄
と
頻
繁
に
面
会
し
た
こ
と
、
年
寄
の
合
議
を

重
ん
じ
た
が
、
財
政
間
題
に
つ
い
て
は
主
導
権
を
発
揮
し
、
勝
手
方
年

寄
と
と
も
に
大
坂
仕
法
改
定
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い

る。
根
岸
茂
夫
「
加
賀
藩
正
室
の
行
列
と
格
式
」
は
、
将
軍
家
斉
の
娘
で

前
田
家
に
輿
入
れ
し
た
溶
姫
の
江
戸
城
登
城
の
行
列
を
素
材
に
、
女
性

の
行
列
の
構
造
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
溶
姫
の
行
列
は
、
大
名
行

列
の
よ
う
に
軍
事
的
な
構
成
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
、
女
性
は
全
て
乗

り
物
に
乗
っ
て
、
男
性
に
担
が
れ
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か

に
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
男
社
会
に
閉
ざ
さ
れ
た
大
奥
社
会
を
象

徴
し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
徳
川
盛
世
録
』
の
溶
姫
の
行

列
挿
図
は
、
実
態
と
は
異
な
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

箱
石
大
「
加
賀
藩
前
田
家
の
戊
辰
戦
争
届
書
」
は
、
加
賀
藩
の
戊
辰

戦
争
届
書
の
利
用
と
伝
来
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
届
書
の
大
部
分

は
『
太
政
官
日
誌
』
掲
載
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

は
京
都
詰
（
留
守
居
役
に
あ
た
る
聞
番
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
が
維
新

政
府
の
弁
事
役
所
に
提
出
し
た
も
の
で
、
『
北
征
日
誌
』
掲
載
の
届
書
は

越
後
本
営
方
が
越
後

□総
督
府
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
明
治
維
新
後
に
兵
部
省
の
命
で
加
賀
藩
が
作
成

し
た
戦
争
届
書
は
、
本
営
方
役
人
か
ら
各
総
督
府
に
提
出
さ
れ
た
も
の

を
基
に
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

宇
野
日
出
生
「
門
跡
寺
院
実
相
院
の
機
能
と
構
造
」
は
、
京
都
市
左

京
区
に
あ
る
天
台
宗
の
門
跡
寺
院
実
相
院
に
つ
い
て
、
同
院
が
維
持
・

管
理
す
る
配
下
の
大
雲
寺
を
分
析
し
、
地
域
社
会
と
の
関
係
を
究
明
し

た
も
の
で
あ
る
。
大
雲
寺
は
鎮
守
社
石
座
神
社
を
通
し
て
岩
倉
村
の
祭

礼
に
関
わ
る
ほ
か
、
寺
院
の
維
持
管
理
の
た
め
京
中
の
諸
人
を
相
手
に

金
融
業
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
十
八
世
紀
中
頃
以
降
、
大
運
寺
に
は
精

神
治
療
を
頻
っ
て
参
籠
す
る
人
び
と
が
お
り
、
彼
ら
を
相
手
に
行
っ
た

宗
教
行
為
も
収
益
源
で
あ
っ
た
。
介
抱
人
で
あ
る
強
力
に
よ
る
問
題
行

動
が
あ
っ
た
た
め
、
十
八
世
紀
後
半
に
不
法
行
為
を
取
り
締
る
請
書
を

提
出
さ
せ
、
参
籠
療
養
寺
院
と
し
て
一
定
の
整
備
を
行
っ
た
と
評
価
し

て
い
る
。

山
本
英
二
「
元
禄
期
幕
府
直
轄
領
支
配
と
代
官
手
代
」
は
、
信
濃
国

筑
摩
郡
今
井
陣
屋
代
官
手
代
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
間
支
配

機
構
論
に
代
官
所
や
手
代
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
性
を
提
起
し
た
も
の

で
あ
る
。
当
該
期
に
進
展
し
た
土
豪
型
代
官
か
ら
吏
僚
型
代
官
へ
の
編

成
替
え
の
過
程
で
、
在
地
有
力
者
か
ら
登
用
さ
れ
た
手
代
も
在
地
性
を

払
拭
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
代
官
所
支
配
を
補
完
す
る
中
間
支
配
機

構
が
求
め
ら
れ
た
と
述
べ
る
。
ま
た
、
当
該
期
に
は
有
力
百
姓
が
代
官

所
の
業
務
を
請
け
負
う
部
分
が
あ
り
、
こ
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
年
番

交
代
の
中
間
支
配
機
構
が
展
開
し
て
い
く
、
と
十
八
世
紀
以
降
を
展
望

し
て
い
る
。

古
岡
孝
「
八
王
子
千
人
同
心
株
売
買
の
変
容
」
は
、
千
人
同
心
株
が
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遠
類
以
外
に
も
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
金
銭
売
買
の
対
象
と
い
う

概
念
が
成
立
し
た
十
九
世
紀
段
階
の
株
売
買
を
検
討
し
た
。
当
該
期
の

千
人
同
心
株
入
手
に
は
、
①
株
譲
渡
人
と
そ
の
関
係
者
、
②
〗
株
被
譲
渡

人
と
そ
の
関
係
者
、
③
公
式
の
立
入
人
、
④
非
公
式
の
立
入
人
、
⑤
千

人
同
心
組
頭
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
株

売
買
に
よ
る
利
益
追
求
を
安
定
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
の

は
、
身
分
制
が
形
骸
化
し
て
貨
幣
シ
ス
テ
ム
が
近
世
の
生
活
空
間
に
浸

透
し
た
帰
結
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

笹
川
裕
「
安
房
に
お
け
る
伊
勢
御
師
師
職
争
論
と
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
伊
勢
御
師
の
活
動
と
地
域
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

文
化
期
に
内
宮
の
御
師
が
、
外
宮
御
師
の
旦
那
場
で
あ
る
安
房
に
侵
人

を
試
み
る
と
、
そ
の
拒
絶
を
指
示
す
る
廻
状
が
回
っ
た
。
氏
は
、
こ
の

差
出
人
が
当
該
地
域
に
お
け
る
俳
旬
の
連
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
物
で
あ
る

こ
と
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
内
宮
の
御
師
も
当
該
地
域
の
著
名
な
俳
人

に
、
内
宮
の
配
札
に
関
し
て
依
頼
し
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
以
卜

か
ら
、
内
宮
・
外
宮
の
布
教
活
動
に
対
す
る
地
域
の
対
応
の
背
景
に
、

俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
有
力
者
間
の
結
び
つ
き
の
存
在
を
想
定
で

き
る
と
展
望
し
た
。

佐
藤
孝
之
「
幕
末
期
の
上
武
地
域
に
お
け
る
能
登
の
漆
掻
き
」
は
、

嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
に
発
生
し
た
窃
盗
事
件
を
題
材
に
、
能
登
国

か
ら
上
野
国
に
や
っ
て
き
た
漆
掻
き
の
活
動
と
実
態
を
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
能
登
国
和
田
村
漆
掻
き
吉
三
郎
が
容
疑
者
と
疑
わ
れ
た
窃
盗

事
件
と
横
領
事
件
を
分
析
し
、
古
三
郎
に
関
わ
る
人
々
と
の
関
係
や
漆

掻
渡
世
の
実
態
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に
、
吉
三
郎
の
所
持
品
検
査
に
よ

る
と
、
羽
織
や
草
双
紙
も
所
持
し
て
お
り
、
出
稼
ぎ
人
で
あ
っ
て
も
貧

困
層
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
他
の
能
登
出
身
漆
掻
き
と

比
較
し
、
出
稼
ぎ
先
で
の
滞
在
期
間
な
ど
は
漆
掻
き
に
よ
り
異
な
る
こ

と
も
明
ら
か
に
し
た
。

福
原
敏
男
「
江
戸
神
田
祭
最
後
の
城
内
行
列
と
将
軍
上
覧
」
は
、
安

政
六
年
二
八
五
九
）
の
神
田
祭
を
検
討
し
た
。
ま
ず
、
幕
府
側
の
指

ホ
を
分
析
し
、
幕
府
は
将
軍
代
替
わ
り
と
市
中
景
気
活
性
化
の
た
め
盛

大
に
行
う
よ
う
に
命
じ
る
一
ガ
、
専
業
の
歌
舞
伎
や
舞
踊
・
音
曲
関
係

者
の
扉
用
と
、
異
国
人
の
見
物
を
禁
止
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

次
に
『
斎
藤
月
本
日
記
』
と
『
藤
岡
屋
日
記
』
か
ら
、
神
田
祭
の
固
到

な
準
備
と
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
、
祭
礼
行
列
の

全
体
像
と
、
附
祭
の
内
容
や
行
列
中
の
位
置
な
ど
を
究
明
し
て
い
る
。

安
池
尋
幸
「
内
海
四
番
御
台
場
石
材
切
り
出
し
請
負
者
妻
の
動
向
」

は
、
書
簡
を
素
材
に
幕
末
期
の
夫
婦
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で

あ
る
。
自
宅
を
離
れ
御
台
場
築
造
用

t
丹
石
切
り
出
し
に
関
わ
っ
た
、

式
蔵
国
久
良
岐
郡
磯
子
村
年
寄
堤
磯
右
衛
門
と
、
妻
と
の
間
で
遣
り
取

り
さ
れ
た
手
紙
を
分
析
し
、
妻
は
夫
の
仕
事
内
容
を
よ
く
理
解
し
て
お

り
、
村
内
の
人
間
関
係
も
踏
ま
え
た
行
動
を
取
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
手
紙
の
内
容
に
は
儒
教
的
な
内
容
も
、
近
代
的
女
性
の
感

性
も
見
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
火
婦
が
当
時
と
し
て
は
普
通
で
あ
っ
た
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可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
、
当
該
期
の
夫
婦
関
係
を
分
析
す
る
際
は
、

妻
も
含
め
た
生
活
動
向
と
、
夫
婦
が
現
実
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
よ
う

と
し
た
の
か
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
問
題
提
起
し
て
い
る
。

東
四
柳
祥
子
「
明
治
期
に
お
け
る
西
洋
料
理
書
の
誕
生
と
そ
の
意

義
」
は
、
明
治
期
の
「
西
洋
料
理
書
」
の
成
立
と
展
開
を
論
じ
た
も
の

で
あ
る
。
「
西
洋
料
理
書
」
成
立
の
背
後
に
は
、
強
壮
な
身
体
作
り
と
、

酉
洋
人
と
の
交
際
力
を
高
め
る
た
め
の
西
洋
式
食
事
作
法
の
習
得
と
い

う
、
国
策
的
意
向
が
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
「
西
洋
料
理

書
」
の
内
容
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
当
初
は
肉
食
の
長
所
を
指
摘

す
る
が
、
次
第
に
西
洋
料
理
の
滋
姜
分
の
高
さ
を
う
た
い
、
家
庭
で
の

西
洋
料
理
の
調
理
を
す
す
め
る
、
家
庭
向
け
の
も
の
が
出
版
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
家
族
関
係
構
築

を
目
指
す
、
家
庭
改
良
書
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
解
明
し
た
。

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
第
皿

•
W
部
の
論
文
を
紹
介
し
た
。
研
究

対
象
は
加
賀
藩
・
加
能
地
域
に
限
ら
ず
、
内
容
的
に
も
政
治
史
・
経
済

史
・
地
域
史
・
文
化
史
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
個
々
の
論
文
は
、
明
確

な
課
題
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
解
明
し
て
い
る
。
加
え
て
今
後
の
課
題

も
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
ら
に
研
究
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
直
接
手
に
と
っ
て
一
読
し
て
い
た
だ
ぎ
た

、。ー「
編
集
を
終
え
て
」
に
は
、
編
者
の
東
四
柳
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
数

記
さ
れ
、
こ
こ
を
読
む
だ
け
で
氏
が
多
く
の
後
輩
や
教
え
子
に
敬
莫
小
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
読
み
応
え
が
あ
る
。
最
後
に
氏
の
益
々
の

ご
健
勝
と
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
、
新
刊
紹
介
の
筆
を
置
か

せ
て
い
た
だ
く
。

（二

0
一
七
年
二
月
刊
、

A
5
版
、
四
六
六
頁
、
同
成
社
、
定
価
九
八
〇

0
円
＋
税
）

本
書
は
、
比
散
山
延
暦
寺
〔
以
下
、
山
門
〕
と
そ
の
寺
院
社
会
に
深

く
関
係
す
る
近
江
・
京
都
の
民
衆
の
歴
史
的
役
割
を
考
究
し
た
学
術
論

文
渠
で
あ
る
。
下
坂
氏
は
、
先
著
『
中
世
寺
院
社
会
の
研
究
』
（
思
文
閣

出
版
、
二

0
0
一
年
）
に
お
い
て
、
山
門
の
組
織
と
構
造
を
解
明
す
る

ぎ
わ
め
て
重
厚
な
研
究
成
果
を
う
み
だ
し
た
。
そ
し
て
、
一
般
向
け
に

も
『
京
を
支
配
す
る
山
法
師
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二

0
―
一
年
）
を

著
し
、
山
門
研
究
の
重
要
性
と
魅
力
を
あ
ら
わ
し
た
。
ま
た
氏
は
『
描

杉

山

下
坂
守
著

『
中
世
寺
院
社
会
と
民
衆
』

弥


